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食
品
残
さ
の
飼
料
化
の
推
進
は
、飼
料
自
給
率
の
向
上

を
図
る
上
で
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１７
年
に
策
定
さ
れ
た
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
で
は
、飼
料
自
給
率
を
３５
％
ま
で
向
上
さ
せ
る
と
の

目
標（
平
成
２７
年
度
）が
設
定
さ
れ
て
お
り
、食
品
廃
棄
物

等
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
推
進
に
関
す
る

施
策
・
取
組
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、食
品
残
さ
の
飼
料
化

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
自
給
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。  

　
沖
縄
地
域
に
お
い
て
は
、沖
縄
総
合
事
務
局
が
中
心
と

な
り
、昨
年
8
月
に「
沖
縄
地
域
食
品
残
さ
等
飼
料
化
推
進

協
議
会
」を
設
置
し
、食
品
残
さ
等
の
飼
料
化
推
進
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
、平
成
１７
年
度
の
取
組
の

報
告
を
行
う
と
と
も
に
、平
成
１８
年
度
の
行
動
計
画
の
中

で
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
た
め
、去
る
3
月
3
日（
金
）に
沖
縄
船
員
会
館
に
お
い

て「
平
成
１７
年
度
第
2
回
沖
縄
地
域
食
品
残
さ
等
飼
料
化

推
進
協
議
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。  

　
協
議
会
で
は
、農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部
畜
産
振
興

課
需
給
対
策
室
の
今
井
担
当
官
か
ら
、本
協
議
会
に
先
立
っ

て
2
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
2
回
全
国
食
品
残
さ
飼

料
化
行
動
会
議
」の
概
要
、食
品
残
さ
の
飼
料
化
推
進
に
取

り
組
む
意
義
や
目
的
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
あ
と
、事
務
局

よ
り
１７
年
度
行
動
計
画
の
取
組
状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。  

　
そ
の
後
、委
員
か
ら
は
、全
国
で
の
取
組
事
例
の
情
報
提

供
や
消
費
者
の
理
解
を
得
る
た
め
生
産
者
と
消
費
者
の
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
の
構
築
、更
に
、こ
の
よ
う
な
取
組

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
広
く
県
民
に
訴
え
る
必
要
性

等
の
提
案
な
ど
、積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
１８
年
度
行
動
計
画
で
取
り
組
む
事
項（
案
）が

提
案
さ
れ
、引
き
続
き
、全
国
の
行
動
計
画
を
踏
ま
え
て
、

食
品
残
さ
の
飼
料
化
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

発
明
の
日
（
4
月
１８
日
）
と
は
、
明
治
１８
年
4
月
１８
日

に
現
在
の
特
許
法
に
あ
た
る
専
売
特
許
条
例
が
公
布
さ
れ
た

日
で
あ
り
、
ま
た
、
発
明
先
覚
者
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も

に
、
発
明
の
振
興
と
促
進
を
図
り
、
広
く
社
会
に
普
及
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
２９
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。 

　
経
済
産
業
部
で
は
、
こ
の
発
明
の
日
を
記
念
し
て
、
4
月

２３
日
（
日
）
に
ジ
ャ
ス
コ
那
覇
店
前
広
場
お
い
て
、
小
・
中

学
生
の
「
も
の
づ
く
り
」
を
通
し
て
の
知
的
財
産
権
に
対
す

る
意
識
の
向
上
を
目
的
に
「
発
明
の
日
子
ど
も
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
子
ど
も
フ
ェ
ア
も
、
平
成
１５
年
か
ら
始
め
て
今
年
度

で
4
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
「
親
子
も
の
づ
く
り
教
室
」

「
ア
イ
デ
ア
バ
ト
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
「
ロ
ボ
ッ
ト
大
戦
シ
ョ

ー
」
等
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
各
コ
ー
ナ
ー
は
、
約

1
2
0
0
名
も
の
親
子
で
大
盛
況
で
し
た
。 

　
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
に
は
、
も
の
づ
く
り
へ
の

興
味
、
探
求
心
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
創
意
工
夫
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
少
し
で
も
知

的
財
産
権
制
度
の
重

要
性
、
発
明
す
る
こ

と
の
楽
し
さ
、
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

那
覇
港
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
は
那
覇
ふ
頭
三
重
城
側
と

空
港
側
を
8
函
の
沈
埋
函
で
結
ぶ
延
長
約
7
2
4
ｍ
の
自
動

車
専
用
道
路
で
す
。 

　
那
覇
港
と
背
後
地
域
と
の
円
滑
な

輸
送
体
系
を
構
築
す
る
た
め
に
計
画

さ
れ
、那
覇
ふ
頭
地
区
の
港
口
部
を

横
断
す
る
こ
と
で
、本
島
南
部
と
の

連
絡
を
強
化
し
、慢
性
的
な
渋
滞
が

続
く
幹
線
道
路
の
緩
和
対
策
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、県
内

初
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
ま
す
。こ

の
ト
ン
ネ
ル
は
合
計
8
個
の
沈
埋
函

と
よ
ば
れ
る
函（
は
こ
）（
長
さ
９０
m
×

幅
３７
m
×
高
さ
8
・
7
m
）を
海
底
に

沈
め
て
造
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
、5
つ
の
沈
埋
函
の
接
続
を

完
了
し
て
お
り
、今
回
空
港
側
換
気
塔
に
接
続
す
る
8
号
函

が
製
作
場
所
で
あ
る
大
分
県
か
ら
回
航
さ
れ
、3
月
２２
日
に

無
事
に
那
覇
港
に
入
港
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
の
作
業
と
し
て
、伊
奈
武
瀬
係
留
ヤ
ー
ド
に
お
い
て
、

桟
橋
と
ケ
ー
ソ
ン
に
係
留
し
た
浮
遊
状
態
の
沈
埋
函
内
部
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
、諸
設
備
を
艤
装
し
た
後
、来
年
夏

前
に
は
現
地
で
の
沈
設
、接
合
を
行
う
予
定
で
す
。
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